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2月14日、エルムの街ショ
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〈連載第 回〉 

平成12年4月から新しい社会保険 

世
界

一
の
長
寿
国
と
な
っ
た
わ
が

国
は
、
 一
方
で
子
ど
も
の
数
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
国
民
の
六

人
に

一
人
が
六
十
五
歳
以
上
と
い
う

高
齢
社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
二
十
五
年
後
に
は
、
国
民
の
三
ー
 

四
人
に

一
人
が
六
十
五
歳
以
上
と
い

う
社
会
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

介
護
す
る
、
あ
る
い
は
介
護
さ
れ
る
立
場
に
な
る
可
能
性
は
誰
に
で
も

あ
り
ま
す
。

「介
護
保
険
」
制
度

ー
そ
れ
は
名
前
の
と

お
り
、
保
険
証
を

使
っ
て
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
し
く
み
で
す
。
 

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
年

）
四
月
か
ら
は
、
四
十
歳
以
上
の
人
が
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。
広
報
で
は
、

こ
の
介
護
保
険
制
度
に

つ
い
て
市
民
の

皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
「
シ
リ
 

ー
ズ
 
介
護
保
険
」
を
今
回
よ
り
連
載
い
た
し
ま
す
。
 

ノ
 

◇
な
ぜ
介
護
保
険
が
 

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
 

急
速
な
人
ロ
の
高
齢
化
 

平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
わ
が
国
の
六
十
五
歳以
上
の
高
齢
者

人
口
は
約
二
、
〇
一
三
万
人
。
こ
の
数
は
今
後
さ
ら
に
増
加
し
、
平
成
11
1
 

十
年
前
後
に
は
約
三
、
三
〇
〇
万
人
前
後
で
推
移
す
る
と
予
測
さ
れ
国
民
 

e
三
ー
四
人
に
一
人
は
高
齢
者
と
い
う
時
代
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

介
護
を
泌
要
と
す
る
高
齢
者
の
増
加
 

寝
た
き
り
ゃ
痴
呆
、
虚
弱
な
ど
で
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
は
、
平

成
五
年
の
時
点
で約
二
〇
〇
万
人
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
平
成
十
二
年
に
は

二
八
〇
万
人
、
平
成
三
十
七
年
に
な
る
と
五
二
〇
万
人と
現
在
の
二
・
五

倍
強
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

家
族
の
負
担
の
増
加
 

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
い
る
家
庭
で
は
、家
族
の
負
担
も
大
変

で
す
。
ス
ト
レ
ス
や
睡
眠
不
足
、
家
を
留
守
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
 

自
分
の
時
間
が
も
て
な
い
…
と
い
った
精
神
的
・
肉
体
的負
担
の
ほ
か
、
 

休
職
や
転
職
に
追
い
込
ま
れ
る
ケ

ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

（
現
在
の
制
度
に
よ
る
討
応
に
ぬ
限
、深
し
 

現
行
の
制
度
で
行
わ
れ
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
「利
用
者
が
サ
 

ー
ビ
ス
を
自
由
に
選
べ
な
い
」
「サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
所
得
調
査
が
伴
う

の
で
心
理
的
抵
抗
感
が
あ
る
」
 
「
老
人
福
祉
と
老
人
医
療
が
分立
し
て
お

り
、
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
い
」
「要
介
護
者
を
対
象
と
し

た
施
設
が
少
な
い
た
め
、
 一
般
病
院
へ
の
長
期
入
院

（
い
わゆ
る
社
会
的

入
院
）
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
」
ー
と
い
っ
た
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
、
社
会
全
体
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
を
支

え
る
新
し
い
介
護
保
険
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
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寝たきりとなっている期間は近年、 

長期化の傾向にあります。最近の調

査では、 1年以上寝たきりの高齢者

が4 分の 3を占め、 3年以上の人も

半数以上にのぼっています。 

1 月未満 
2.8% 

1 月以上 
6 月未満 
11.6% 

チェックポイント 1 

3 年以上 
53.0% 」舞「i葬J 上； . 

ョ「競年未満「 

’離．・繰lJ 

6 月以上 
1 年未満 
11.3% 

●寝たきりの期間とその割合 

寝たきり期間は長期化の傾向に 



スに 

全体で介護を支え、本人がう商切なサービスを選択 

施設による保健・医療・福祉の総合的かつ効率的な 

曾制度です（ 

チェックポイント 2 高齢者が高齢者を介護する 
、
 

◇
み
ん
な
の
安
心
 

介
護
保
険
制
度
と
は
？
 

運
営
主
体
（
保
険者
）
は
市
町
村
で
す
。
 

介
護
保
険
を
運
営
す
る
の
は
、
最
も
身
近
な
行
政
機
関
で
あ
る
市
町
村

で
す
。
施
行
に
あ
た
っ
て
は
国
や
都
道
府
県
が
財
政
や
事
務
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
、
各
市
町
村
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
 

加
入
す
る
人
（
被
保
険者
）
は4
0歳
以
上
で
す
。
 

介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
理
念
か
ら
、
こ
の
制
度
に
加
入
す
る
被
保

険
者
は
四
十
歳
以
上
の
人
が
対
象
者
と
な
り
、
強
制
加
入
と
な
り
ま
す
。
 

被
保
険
者
は
制
度
運
営
上
年
齢
に
よ
り
、
二
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
 

第

1
号
被
保
険
者
 

6
5歳以
上
の
人
◇
全
員
に
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
 

第

2
号
被
保
険
者
 

4
0歳以
上

6
5歳未
満
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
e
保
険
給
付
を
受
け
る
方
に
保
険
証
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
 

※
医
療
保
険
H
国
民
健
康
保
険
、
健
康
保
険
、
各
共
済
組
合
な
ど
 

《
こ
れ

か
ら
紹
介

予
定

の
内
容

》
 

今
後
、
広
報
で
は
①
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
、
②
介
護
保
険
の
サ
 

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
手
順
、
③
要
介
護
認
定
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

（
ケ
ア
プラ

ン
）
、④
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
と
保
険
料
、
⑤
介
護
保
険
制
度
Q
&
A
と
い
つ

た
内
容
で
順
次
、
介
護
保
険
制
度
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
 

次
回
は
、
「介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
」
 
につ
い
て
、
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
先
 
介
護
保
険

準
備
室
 
内
線

5
4
0
 

イ
 

介護をしている人の特長は、女性

が多いことと高齢化が進んでいるこ

とです。 60歳を過ぎた介護者が50% 

を超えるなど、「高齢者が高齢者を介

護する」 というケースが多くなって

います。 

●介護する人の年齢 

40歳ど 
49歳 

.15.3% / 28.  1%  ? 60蕪「l，り 
70歳以上 
24.2% 

39歳以下 4.1% 

3 平成11年3月1日 	五所川原市役所 公35-2111 



市
民
生
活

の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
 

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
 

二
月
二
十
一
日
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
市
ス
ポ

ー
 

ッ
賞
・
文
化
奨
励
賞
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ッ
賞
で
は
七
十
三
名
、
 

一
干
一
団
体
に
、
文
化
奨
励
賞
で
は
十
八
人
、
二
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰

状
と
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
、
日
頃
の
努
力
に
よ
っ
て
得
た
功
績
と
社
会
教
育
 

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
を
た
た
え
ま
し
た
。
 

（順
不
同
、
敬
称
略
）
 

私財を投げ売っ
＼地域の ポー 
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鷺
難綴
議
 

◇
五
所
川
原
市
卓
球
協
会
 

佐
藤
蔵
助
（
ー
ッ
谷
）
 

中
学
校
教
諭
と
し
て
長
き
に
わ
た
り

指
導

・
強
化
に身
を
挺
し
、
当
市
の
競

技
力
向
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
る
。
 

ま
た
、
昭
和
二
十
五
年
の
五
所
川
原
市

卓
球
協
会
設
立
以
来
、
役
職
を
歴
任
さ
 
 れ

幾
多
の
県
大
会
・
東
北
大
会
を
誘
致

し
、
卓
球
競
技
の
普
及
・
発
展
に
多
大

な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

◇
五
所
川
原
野
球
協
会
 

荒
谷
修
一
 （
中平
井
町
）
 

長
き
に
わ
た
り
五
所
川
原
野
球
協
会

審
判
員
及
び
同
理
事
長
と
し
て
、
数
多

く
の
優
秀
な
選
手
を
育
成
さ
れ
野
球
の

普
及
・
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
ほ
か
、
小
 

・

中
学
生
な
ど
の
少
年
野
球
を
通
じ
、
 

青
少
年
の
健
全
育
成
に
も
大
き
な
足
跡

を
残
さ
れ
る
。
 

麟
「麟
鷺
 

◇
五
所
川
原
市
婦
人
ス
ポ
ー
ッ
協
議
会
 

（
会長
 
山
内
 
政
）
 

地
域
婦
人
の
体
力
の
維
持

・
増
進
に

大
き
く
貢
献
す
る
ほ
か
、
各
種
大
会
に

も
参
加
さ
れ
大
き
な
成
果
を
挙
げ
ら
れ

る
。
と
り
わ
け
、今
年
度
は
文
化
観
光
立
 
 県

の
関
連
行
事
で
あ
る
 
「活
彩
あ
お
も

り
大
祭
典
」
で
は
立
侯
武
多
の
踊
り
を

披
露
し
、
当
市
の
み
な
ら
ず
本
県
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
。
 

◇
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
 
小
田
桐
竹
春

（
五
 

所
川
原
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）
 

欝
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
長
内
潤
子
（
五
一
高

二
年
）
三
浦
麻
美
（
同
三
年
）
 

◇
卓
球
 
神
健
介
（
明治
大
学
四
年
）
 

渡
透
将
人

（
早稲
田
大
学
四
年
）
 

◇
相
撲
 
木
村
長
平
（
五
農
高
二
年
）
 

小
松
大
也
（
五
農
高
三
年
）
増
田
匡
 
 

紀
（
五
農
高
三
年
）
 

◇
弓
道
 
工
藤
誠
一
 
（五
所
川
原
弓
道
 

会
）
 

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 
高
橋
京
子

（
五所
 

川
原
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）
 

◇
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
 
山
中
治
 

（五
工
高
三
年
）
 

」麟
難
鯵
麟
 

◇
相
撲
 
五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
相

撲
部
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
五
所
川
原
第
一
高
等

学
校
少
林
寺
拳
法
部
女
子
部
 

◇
陸
上
競
技
 
原
田
宜
和
（
栄小
五
年
）
 

開
米
雄
太
郎
（
同
六
年
）
京
谷
真
太

郎
（
同
六
年
）
古
川
恭
太

（
一
野坪

小
五
年
）
世
永
恵
美
（
五
三
中
一年
）
 

赤
石
健
人

（
五所
高
三
年
）
伊
藤
亜

由
美

（
五工
高
二
年
）
神
麻
衣
子
 

（同
二
年
）
木
村
梢
恵
（
青
森
山
田

高
三
年
）
 
一戸
タ
子

（
市
陸
上競
技

協
会
）
森
紀
彦
（
同）
工
藤
淳
（同
）
 

安
田
信
昭
（
同
）
 

◇
柔
道
 
藤
田
早
織

（
南小
二
年
）
藤

森
周
（
沖
飯
詰
小
二
年
）
横
嶋晃
気
 

（
栄小
五
年
）
奥
寺
貴
彦
（
五
三
中

二
年
）
野
呂
瞳

（
同
三
年
）岩
測
貴

臣

（同
三
年
）
奥
寺
一
貴
（
青森
山

田
高
三
年
）
工
藤
祐
司
（
同
三
年
）
 

◇
水
泳
 
木
村
一
貴
（
松
島
小
四年
）
 

藤
森
紗
斐
（
中
央
小
五年
）
吉
沢
昌
志
 

（同
六
年
）
新
谷
実
佳
（
五
一
中
二
年
）
 

小
笠
原
洋
平
（
同
二
年
）
木
村
友
哉
 

（
五所
高
一
年
）
斎
藤
譲
（同
一
一
年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
畑
山
草
太
（
藻
川
小

四
年
）
鎌
田
賢
吾

（
五工
高
一
年
）
 

七
戸
克
也
（
同
一
年
）
神
啓
太

（
同

一
年
）
長
内
幸
代

（同
二
年
）
斎
藤

純
子
（
同
二
年
）
新
谷
昭
紀
（同
一
一

年
）
新
岡
鉄
也
（
同
三
年
）
田
戸
岡

和
（
同
三
年
）
松
橋
崇悦
（
同
三
年
）
 

佐
川
由
里
子
（
五
一高
一
年
）
小
笠

原
由
香
（
同
一
年
）
瓜
田
瞳
（同
一
一

年
）
川
村
真
奈
美
（
同
二
年）
笹
森

洋
一
 
（同
二
年
）
福
士
哲
司
（
同
一
一

年
）
毛
利
武
（
同
三
年
）須
藤
大
輔
 

（同
三
年
）
小
坂
育
代

（
市
少
林寺

拳
法
協
会
）
千
葉
文
絵
（
同
）
 

◇
卓
球
 
土
岐
竜
太
（
七ッ
館
小
五
年
）
 

工
藤
耕
也
（
東
奥
学
園
高
三年
）
 

◇
相
撲
 
大
川
英
行
（
五
農
高
一
年
）
 

外
崎
公
隆

（同
二
年
）
 

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
 
小
又由
佳
子
（
五

商
高
二
年
）
兼
平
純
子

（同
三
年
）
 

◇
野
球
 
一
戸
治
孝

（
五所
川
原
野
球

協
会
）
 

◇
弓
道
 
小
山
内
き
よ
え

（
五所
川
原

弓
道
会
）
 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
舘
山友
香

（
五四

中
三
年
）
 

◇
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
 

麟 
樹 

I 
」」事 
I1) J 

《
 

【
 



轟
瀞
誇
苦
マ
保
育麟
麟
麟

綴
 

◇
油
絵
 
神
山
栄
子
（
主
婦
）
吉
村
敬
 

◇
合
唱
 
五
所
川
原
合
唱
団
 

子
（
主
婦
）
 

◇
放
送
 
五
所
川
原
高
等
学
校
放
送
部
 

ー
 域
産
業
の
発
展
に
尽
ぐ
さ
れ
た
方
々
碑
 

感
謝
の
意
を
込
め
て
 

第
四
十
四
回
優
良
商
工
従
業
員
表
彰
式
 

麟
麟
鱗
綴
 

（
五H
高
二
年
）
佐
々
木
武
志

（
日
 
拳
法
部

男
子
部
 

立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
）
高
山
和
 
◇
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
 
五
所
川
原
第
 

鋭

（同
）
 
一

中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
 

麟
麟
鱗
響
 

◇
陸
上
競
技
 
栄
小
学校
女
子
陸上
部
・

栄
小
学
校
男
子
陸
上
部
・
五
所
川
原

工
業
高
等
学
校
陸
上
競
技
部
 

◇
卓
球
 
五
所
川
原
第
一
中
学
校
女
子

卓
球
部
 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
五
所
川
原
商
業
高

等
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・
五

所
川
原
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
・
東

芝
メ
デ
ィ
ァ
機
器
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
 

ル
部

・
東芝
メ
デ
ィ
ァ
機
器
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

◇
相
撲
 
五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
相

撲
部
・
五所
川
原
市
相
撲
協
会
 

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
 
五
所
川
原
商
業
高

等
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
 

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 
五
所
川
原
市
ゲ

ー
 

ト
ボ
ー
ル
協
会
 

◇
空
手
道
 
五
所
川
原
高
等
学
校
空
手

道
部
 

◇
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
 
五
所
川

原
工
業
高
等
学
校
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
 
 

部
 麟

麟
鱗
鷲
 

◇
書
道
 
鶴
谷
章
夫
（
都
書
友会
）
中

島
成
雄
（
豊
友
書
道
会
）
佐
々
木
英

里
子
（
津
軽
書道
院
）
三
浦昭
雄
（
同
）
 

◇
俳
句
 
三
上
悠
恵
子
（
五
所
川
原
俳

句
会
）
 

◇
短
歌
 
斉
藤
由
雄
（
五
所
川
原
短
歌

会
）
野
呂
富
枝

（
津軽
ァ
ス
ナ
ロ
短

歌
会
）
 

◇
ポ
ス
タ
ー
 
太
田
愛
実
（
五

一
中
一
 

二
月
十
九
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

五
所
川
原
に
お
い
て
第
四
十
四
回
優
良

商
工
従
業
員
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
長
年

に
わ
た
り
当
市
産
業
を
支
え
て
き
た
市

内
事
業
所
の
従
業
員
三
十
九
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
受
彰
者
の
方
々
が
ご

健
康
で
、
お
仕
事
に
精
励
さ
れ
る
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

（順
不
同
 
敬
称
略
）
 

〇
三
十
年

以
上
勤
務
 

日
本
商
工
会
議
所
表
彰
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
表
彰
 

・

株
ホ
ン
ダ
セ
ン
タ
ー
ナ
リ
コ
ー
 

長
尾
勉
 

・

同
伊
藤
左
官
工
業
所
 

和
田
浩
三
、
三
上
勇
、
竹
林
誠
、
小
 

野
正
敏
、
櫛
引
芳
夫
、
太
田
勲
 

〇
二
十

年
以
上
勤
務
 

東
北
六
県
商
工
会
議
所
連
合
会
表
彰
 
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
表
彰
 

・

梅
田
保
育
園
 

藤
森
留
美
子
、
桜
井
洋
子
 

・

丸
中
五
所
川
原
中
央
水
産
囲

葛
西
浩
幸
 

・

マ
ル
ス
イ
囲
 

安
田
繁
樹
 

・

同
伊
藤
左
官
工
業
所
 

1
11上
忠
一
、小
山
内
良
一
、北
谷
孝
男
 

〇
十
年

以
上
勤
務
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
表
彰
 

・

＠

ー
ット
ハ
ウ
ス
工
藤
 

外
崎
美
智
子
 

・

囲
津
軽
富
士
見
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

川
嶋
愛
子
 

・ミ
ニ
ク
ラ
ブ
星
座
 

白
川
奈
美
 

・

丸
中
五
所
川
原
中
央
水
産
掬

渋
谷
昌
正
、
工
藤
柾
輝
 

・

マ
ル
ス
イ
姻
 

小
田
桐
憲
孝
 
 

・

卿
ホ
ン
ダ
セ
ン
タ

ー
ナ
リ
コ
ー
 

原
田
政
貴
、
斉
藤
ひ
ろ
み
、
浜
山
恵
 

理
子
、
平
田
幸
三
、
今
譲
一
一
 

・

青
森
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
姻
 

工
藤
雅
俊
 

・

囲
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
ア
レ
ッ
ク
ス

鈴
木
雅
、
中
村
光
子
、
越
野
広
子
、
 

平
山
和
子
、
岡
田
昇
治
、
工
藤
喜
美

子
 

〇
五
年
以
上
勤
務
 

・

同
田
中
会
計
管
理
サ
ー
ビ
ス

阿
部
美
加
子
、
黄
金
崎
恵
美
子
 

・

嶋
谷
税
務
会
計
事
務
所
 

尾
崎
明
子
 

・

丸
中
五
所
川
原
中
央
水
産
囲

町
屋
博
文
 

・

季
節
料
理
 
蝶
家
 

対
馬
恵
美
子
 

・

同
経
営
情
報
セ
ン
タ

ー
 

山
形
悟
、
福
島
正
貴
 

ィ
ン
グ
部
 

年
）
黄
金
崎
舞

（
同
一年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
五
所
川
原
工
業
高
等
 

◇
珠
算
 
山
川
美
紀
子
（
五
一
中一
年
）
 

学
校
少
林
寺
拳
法
部

・
五
所
川
原
第
 

◇
論
文
 
堀
内
登
紀
子
（
浪
岡
高
）
 

一
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
部
女
子
部
 

◇
菊
花
 
小
田
桐
春
雄
（
五
所
川
原
晩
 

・

五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
少
林
寺
 
香

会
）
小
田
桐
俊
一
 
（同
）
成
田
暁
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五
所
川
原
市

地
域

振
興
券
 

取
扱

指
定

事
業
者
 

欄
 
 

・
J尋
 
 

声
  
・

I

・
）
麟I‘
楢
寧
 

讐参「寿一 
地域振興券‘し‘ / 

そ 立管子円 	￥」動UU 

”えノ青森県五所川原市 
一 	 稀 嘱ト 

〇交付対象者要何二（基準日平成11年1月1日） 

1 
（申請不必要） 

15歳以下（昭和58年1月 2日以降の出生者） 
の子を持つ世帯主外国人登録法の非永住者は除く） 

  

1以外に次の要イ牛の方が地域振興券の交付

対象者となります。まだ申請してル、ない方は、 

速やかに申請してください。(9月12日まで受付） 

次の受給者 
①老齢福祉年金 ②障害基礎年金 

③障害基礎年金（20歳前） ④障害年金 

⑤遺族基礎年金 ⑥旧遺族年金 

⑦母子年金・準母子年金・遺児年金 

⑧児童扶養手当 

⑨障害児福祉手当・特別障害者手当 

⑩福祉手当 

⑩原子爆弾被爆者に関する手当 

⑩特別児童扶養手当 

次の者 

⑩里親に委託されている者 

⑩生活保護を受けている者 

⑩社会福祉施設に措置入所している者 

⑩老人福祉施設に入所している者 

⑩65歳以上で、著しい障害（身体上また精 

神上）があるために常時の介護が必要で 

あると自治大臣が定める方。 

@65歳以上の方 

（昭和9年1月1日以前の出生者） 

但し、②（④×⑤⑦⑩については、本人および

控除対象配偶者、または扶養義務者になって

いる方が市民税（均等割）非課税の場合に限 

ります。 

また、（iDについても所得制限等があります 

ので、下記にお間い合わせください。 

※該当要併ニが複数でも重複支給とはなりません。  

※使用できる店の店頭に特定事業者であるこ

とを示す立侵武多ポスターやステッカーを貼

つてーいます。 目印にしてーください。 

また、使用できないものとしては税金、公

共料金の支払、商品券・図書券・ビール券・

プコリペイドカード・切手等の購入があります。 

釣り銭は支れ っれノま・せん（7ンでご“承知ください。 

2（ア） 

（イ） 

地域振興券は 

3月13日から9月12日まで●…ミ＝。二 

使用できます0（以後使用することが出来ません。） 

間い合わせ先 商工観光課内 地域振興券プロジェクトチーム 内線 3 96・397・398 

＝ニ地域振興券特定事業者募集＝= 

まだ特定事業者の登録をしていない業者の方は、速やか 

に登録してください。 

募集対象 ・市内に事業所を有する事業者および団体。 

募集期間 ・3月10日（水）まで。土日・祝祭日を除く。 

（期間後も募集の受付を行います。） 

申込方法 ・登録申込書に必要事項を記入の上、市役所商工観 

」「里地域振興券プロジ丁クトチーム窓目に申し込みください。  

引換の日時及び場所 

・交付対象者要件 1 (15歳以下の子を持つ世帯王）の

方は3月13日（土）より市役所3階地域振興券プロジ

ェクトチームにて引換いたします。 （引換期限は 9 

月12日までです。） 

・交付対象者要件1以外の方は、下記の日程で旧市民

会館口ビーにて引換いたします。 

3 / 9 (k) 梅沢・七和・長橋地区の方 
午前 
9時30分 

S 
午後 4時 

3 /10(*) 飯詰・毘沙門・三好地区の方 

3/1 i(*) 栄・松島・松島団地・中川地区の方 

3 /12(k) 旧市内の方 

※上記以後は下記の日程で市役所にて引換いたしま七

平成11年 3月13日（土）、 14日（日）午前 9時～午後 4時

平成11年 3月15日（月）~19日（金）午前9時～午後 7時

これ以後は、市役所の勤務時間内受付となります。 

五所川原市役所 合352111 	平成11年3月1日 6 



梅
泉
小
六
年
 
浅
利
沙
織
さ
ん
 

オ
リ
ジ
ナル
ブ
ラン
ト
 

回
ン

ー
 

りんごジユースを手に持っ浅利さん（右）と

福士会長 

控
磯
臼
纏
 

『
1
,
 

一
 
《
 

 
一
罵
『
 

に
 

?
 

月
六

・
七
日
の
両
日
、
親
子
ス
キ
 

ー
教
室
が
毘
沙
門
フ
ア
ミ
リ
ー
ス
キ

ー
 

場
で
開
催
さ
れ
、
五
十
人
の
親
子
ス
キ
 

ー
ヤ
ー
が
技
術
向
上
に
励
み
ま
し
た
。
 

参
加
者
ら
は
、
早
く
上
達
し
よ
う
と

講
師
の
滑
り
方
を
マ
ネ
し
な
が
ら
、
親

子
一
緒
に
楽
し
く
学
び
、
親
と
子
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

梅
田
・
中
泉
地
区
の
り
ん
こ
農
家
で

組
織
す
る
「赤
5
い
り
ん
ご
の
ふ
る
里
ジ

ュ
ー
ス
組
合
」
（
福
士明
雅
会
長
）
の新
し

い
ジ
ュ
ー
ス
加
工
施
設
が
完
成
し
た
の

に
伴
い
そ
の
り
ん
ご
ジ
ュ

ー
ス
の
ラ
ベ

ル
に
地
元
色
を
出
そ
う
と
地
域
の
小

・

中
学
校
の
児
童
生
徒
に
イ
ラ
ス
ト
と
ネ
 

ー
ミ
ン
グ
を
募
集
し
た
結
果
、
梅
泉
小

学
校
六
年
の
浅
利
沙
織
さ
ん
の
作
品
「赤
 

く
て
あ
ま
5
い
津
軽
り
ん
ご
」
が
選
ば

れ
評
判
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

緑
と
赤
と
黄
色
の
三
個
の
り
ん
ご
が

描
か
れ
色
鮮
や
か
な
図
案
を
描
い
た
浅
利

さ
ん
は
「選
ば
れ
た
と
き
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。恥
ず
か
し
い
け
ど
も
み
ん
な
に

飲
ん
で
も
ら
え
る
の
が
と
て
も
う
れ
し

い
」
と
は
に
か
み
な
が
ら
う
れ
し
そ
う

に
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

7 平成11年3月1日 

私
の
描
い

た
り

ん
こ
シ
ュ

ー
ス

を
飲
ん
で

H
【
 

『赤
く
て
あ
ま
ー
い
津
軽
り
ん
こ
』
 

あ
な
た
も
会
員
に
な
っ
て
今
年
の
秋
に

大
輪
菊
の
花
を
咲
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か

初
歩
か
ら
咲
く
ま
で
を
ご
指
導
し
ま

す
。
 

当
会
で
は
新
会
員
に
苗
を
準
備
し
て

い
ま
す
。
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

▽
年
会
費
 
3
、
0
0
0
円
 

ひとd音楽J寄 

（ープの I了〉えのコンサー人 

りhJ鷲 -' 0 、 
六せ果、の笛でly箔、の”でじふ 
\-- 41一"ごー吐一一械．ノ竹の笛

土一笛。/ドの、’ IJ '"' 

b月 Iど日休j 

（幼無宗蔭で） 

3月 I9oct〕 

競馬 
オルテンシア小ホール 

ー  ＼ 

ど
う
も
あ

り
が
と

う
ご

ざ

い
ま
す
「
 

⑨
市
社
会
福
祉
協
議
会
 

〇
煎
茶
道
方
円
流

（
渋谷
藤
園
代
表
）
H

一
万
円
。
 

毎月1日は、県民交通安全の日 

五所川原市役所 容35-2111 

五
所
川
原
晩

香
会
会
員
募
集
 

費 (34) 2 1 7 0 

五所川原おやこ劇場 

交通安全は家庭から 

交通事故概況 
（平成11年 2 月20日現在） 

青森県内 五所川原警察署管内 

発蛋 
1188 

(+ 68) 

61 

(+15) 

死煮 
10 

(+4) 

1 

（士 0) 

傷煮 
1466 

(+ 117) 

81 

(+ 22) 

運転はゆったりハートにしっかりtJ外 

( ）内は、前年対比 

五所川原市交通安全対策協議会
五 所  川 原 警 察 署 



課
税
台
帳
の
縦
覧
を
H
 

あ
な
た
の
固
定
資
産
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
 

税
務
課
 

内
線
4
2
2

・
4
2
3
 

シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 

か
ら
の
お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 

公
（
3
4)
8
8
4
4
 

お
役
に
立
ち
ま
す
ノ
 

地
元
の
元
気
な
高
齢
者
 

◇
会
員
の
資
格
の
更
新
 

現
在
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
会

員
の
方
は
、
3
月
3
1日
で
資
格
が
切

れ
ま
す
。
 

引
き
続
き
更
新
を
希
望
さ
れ
る
方
は

年
会
費
3
、
0
0
0
円
を
ご
持
参
の
う

え
、
3
月
2
3日
以
降
に
事
務
局
ま
で
。
 

◇
新
会
員
募
集
 

6
0歳
以
上
で
、
ま
だ
ま
だ
元
気
だ
か

ら
働
き
た
い
と
い
う
方
は
、
年
会
費
 

3
、
0
0
0
円
と
写
真
、
通
帳
（
郵
便

局
）
ご
持
参
の
う
え
事
務
局
ま
で
。
 

〇
3
月
1
5日
回
 

1
3時
3
0分

、
1
5時
3
0分
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
内
容
 
緊
急
経
済
対
策
 

（雇
用
活
性
化
総
合
プ
ラ
ン
）
 

・

中
小
企
業
労
働
力
確
保
法
に
基
づ
く

新
た
な
支
援
制
度
に
つ
い
て
 

・

失
業
な
き
労
働
移
動
へ
の
支
援
に
つ
 

い
て
 

・

そ
の
他

◇
入
場
料
 

◇
定
員
 

マ
ィ
 

広
域
農
道
（
こ
め
・
米
口
ー
ド
）
 

整
備
事
業
の
計
画
変
更
に
伴
う
 

同
意
の
お
願
い
 

農
村
整
備
課

内
線
3
7
3
 

広
域
農
道
（
こ
め
・
米
ロ
ー
ド
）
は

板
柳
町
か
ら
中
里
町
ま
で
総
延
長
2
7キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
幹
線
農
道
を
整
備
す
る

た
め
、
昭
和
4
9年
度
か
ら
事
業
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
当
初
計
画
に
な
か
 

っ
た
防
雪
柵
の
設
置
等
で
事
業
費
が
増

え
た
こ
と
に
よ
り
、
事
業
計
画
の
変
更

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

「」
のた
め
、
事
業
の
施
行
に
係
る
地

域
内
に
あ
る
農
地
の
所
有
者
等
か
ら
の

同
意
を
項
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
し

た
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
各
集
落
の
代
表
者

の
方
が
関
係
者
宅
へ
伺
い
ま
す
の
で
、
 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

〇
訪
問
期
問
 

3
月
1
日
囲
、
3
月
3
1日
困
ま
で
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
 

市
で
は
平
成
1
1年
度
固
定
資
産
課
税

台
帳
を
次
の
日
程
に
よ
り
縦
覧
に
供
し

ま
す
。
 

縦
覧
と
は
、
固
定
資
産
の
課
税

（
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
）
の
基
礎
と

な
る
価
格
な
ど
を
、
納
税
通
知
書
を
お

送
り
す
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
所
有
者

に
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
期
間
を

設
け
課
税
台
帳
を
無
料
で
ご
覧
い
た
だ

く
制
度
で
す
。
 

昨
年
中
に
土
地

・
家
屋
を
所
有
権
移

転
さ
れ
た
方
、
家
屋
を
新
築

・
増
築

・
 

80 
名 無 

料 

取
り
壊
さ
れ
た
方
、
又
、
平
成
1
1年
度
 

産
経
会
館
5
階
 
A
会
議
室
 

は
宅
地
等
の
価
格
の
修
正
を
行
っ
た
地
 
◇
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所
 

域
も
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
縦
覧
し
て
く
 

3
月
1
2日
団
 
1
0時
 

だ
さ
い
。
 

産
経
会
館
5
階
 
A
会
議
室
 

ご
覧
に
な
っ
た
事
項
及
び
価
格
な
ど
 
◇
入
札
保
証
金
 

に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
3
月
1
日
囲
 
入
札

金
額
の
l
oo
分
の
5
以
上
（
現
 

か
ら
4
月
2
日
岡
ま
で
の
間
に
固
定
資
 
金

ま
た
は
、
金
融
機
関
が
振
り
出
し
 

産
評
価
審
査
委
員
会

2
審
査
の
申
出
 
若
し

く
は
支
払
保
証
を
し
た
小
切
手
 

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
o
ま
た
、
路
 
と
す
る
）
 

線
価
等
の
公
開
も
し
て
い
ま
す
。
 

◇
契
約
の
締
結
 

縦
覧
期
間
以
外
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
 
落
札

決
定
の
日
か
ら
7
日
以
内
 

す
が
有
料
と
な
り
ま
す
o
 

◇
契
約
保
証
金
 

▽
縦
覧
期
問
 

契
約
金
額
の
l
o
o分
の
5
以
上
（
現
 

3
月
1
日
囲
、
3
月
2
3日
因
 

金
ま
た
は
、
金
融
機
関
が
振
り
出
し
 

〔
士
、日
、
休
日
は
除
く
〕
 
若
し

く
は
支
払
保
証
を
し
た
小
切
手
 

▽
場
所
 
市
役
所
3
階
 
税
務
課
 

と
す
る
）
 

◇
売
払
物
件
 

第
1
項
及
び
第
2
項
に
該
当
し
な
い

①
土
地

（
五
所川
原
市
松
島
町
二
丁
目
  

方
で
あ
る
こ
と
。
 

8
9番
1
0他

）
 

◇
入
札
の
無
効
 

・

地
目
 
宅
地
 

入
札
参
加
資
格
の
な
い
方
の
し
た
入
 

・

数
量
（

,m
)
 
74
8
.8
7
 

札
及
び
入
札
条
件
に
違
反
し
た
入
札
 

②
土
地

（
五
所川
原
市
松
島
町
二
丁
目
  

は
無
効
と
す
る
。
 

8
9番
9
)
 

◇
代
金
の
納
入
期
限
 

・

地
目
 
宅
地
 

契
約
締
結
の
日
か
ら
1
5日

以
内
に
全
 

・数
量
（

2m
)
 
 
2
q
)
n
乙
．にり）R
)
 

額
納
入
と
す
る
。
 

◇
入
札

・
開
札
の
日
時
及
び
場
所
 

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、

管
財
課
 

3
月
1
6日

因
 

管
財
係
へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

1
0時
入
札
、
即
時
開
札
 

◇
入
札
の
方
法
 

一
般
競
争
入
札
と
す
る
。
 

◇
入
札
参
加
者
の
資
格
 

地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
6
7条
の
4
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~ 麟購難 
編 

国民健康保険被保険者証の有効期限が 

平成12年9月30日まで 

と変わりますのでご注意ください。 

●日程表 

I 

k.J 

（保険 flI：の仁 所土也） 
月 	日 曜

  
日寺 	間 更 新 場 所 

毘沙門・長富 

3月 12日 金
  

午前9時～正午 毘 沙 門 支 所 

梅田・中泉 午前9時～正午 梅 沢 支 所 

浅井・福山・豊J戎・野里

神山・松野木・戸沢 
午後 1時～4日寺 長 橋 支 所 

飯詰・下岩崎 午後1時～ 411寺 飯 詰 支 所 

高瀬・鶴ケ岡・藻川 

3月 15日 月
  

午前 9 時～正午 三 好 支 所 

俵元・原子・羽野木沢・高野

持子沢・前田野目 
午後 1時～4日寺 ー七 和 支 所 

金山・水野尾・米田・唐笠柳

石岡・吹畑・漆川・太刀打一

一野坪三 

午前 9 時～正午 
役
 

2
  

市
 
ロ
 
所
 
ビ
 
階

」
 
 

田川・種井・川山・沖飯詰

桜田・長橋広野（藤島） 
午後1時～ 511寺 

役
 

2
  

市
 
ロ
 
所
 
ビ
 
階

一
 

姥売i・稲実・広田・七ッ館

湊・i奏団州l・みどり町 
3 月 1 6 日 lノく 

午前9時～ 

午後 5日寺 

役
 

2
  

市
 
ロ
 
所
 
ビ
 
階

一
 

栄町・田町・蓮沼・不魚住

元町・鎌谷町・鳥森・下り本支

八重菊・一ッ谷・新町・柳町

岩木町・本町・小曲 

3 月 1 7 日 水
  

午前 9時～ 

午後 5日寺 

役
 

2
  

市
 
ロ
 
所
 
ビ
 
階

一
 

東町・大町・旭町・雛田 

敷島町・上平井町・中平井町 

下平井町・錦町・幾世森 

寺町・柏原町・松島町 

3月 1 8 日 木
  

午前 9時～ 

午後 5日寺 

市 

ロ 

役 所 2 
1ご、 

階 

一― 

幾島町・末広町・新宮町 

蘇鉄・芭蕉・川立品田丁・布屋町 

新宮・長橋橋元・弥生町一 

若葉 

3月 1 9 日 金
  

午前 9時～ 

午後 5日寺 

役
 

2
  

市
 
ロ
 
所
 
ビ
 
階

一
 

期間中に更新できなかった人 

（全 地 	区） 
3 月 20 日 土

  
午前 9時～正午 

市
国
 
役
保
 
所

年
 

2
 
金
 
階課

 

※ 各支所で指定日に更新できなかった人は 3 月19日（金）lE午までは各支所で更新でき

ます。 3 月20日以降は全地区、市役所国保年金課（7）番窓口で更新できます。 

調
  
間い合わ1 は ~ 国 H呆年金課 ~ 内 I 泉2I I a.、2.1 I ソ5"i‘、 ‘に“い軍、・’二ー ,二‘ 	、了・ 	」了 ,ー二‘、”-― 	、 , 、’ -;-. .; ’・ー‘F“ー~””．、‘， -.'. I:’ジ、,，・二” '.：ら~，り、”亭、~‘・事らこに, 
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ふるさと交流圏民センター  公 I 

L-  fltduii齢職税の申告相談日程のお知らin 
地隊 P1 	H 曜 1 	対 	象 	Iく 	」或 時

  
相 談 舞％場 「 	TEl 

H
巳
 
小
 

川
  

i
  

月
  

毘沙門 9: 20へ-15:00 毘沙門・長富コミ

ュニテイセンター 
36一2013 

3 ・2 
」 

火 長富 9: 20-15:Q0 長富コミュニテイ

消防セ ン ター 
36-2852 

I, Q
。
 4一
 
 

3

(
J
 
 

水
木
 

福山・豊成・野里・戸沢 

浅井・神山・松野木 
9: 20---15:00 コ

 
セ
 
ミ
ン
 
ュ

タ
 
ニ
 
」
 
テ

長
 
イ
橋
 

 

29一3111 

本 

3 ・5 

3 ・8 

金
 

月
 

田町・鎌谷町・鳥森・下り枝・八重菊・ 

一ッ谷・布屋町・弥生町 

松島町・湊 
9: 10-15:O0 

コ ミ ュ ニ テ イ

防災セ ン タ ー 

（鎌 	谷 	町） 
34一9501 

3 ・9 

3 ・10 

火
 

水
 

川端町・本町・東町・大町・旭町・上平 

井町・小曲・田川 

岩木町・中平井町・寺町・柏原町・錦町 
・幾島町・末広町・蘇鉄・芭蕉 

9: 10---15: 00 
中央コミュニテイ 
セ 	ン 	タ 	ー 

（上 平 井 町） 
33一1532 

麟書 

」」 

3 ・11 
3 ・12 

木

金
 

敷島町・雛田・下平井町・幾世森 

新宮町・新宮岡田・新宮松元・長橋橋元 

・若葉 
9: iO-15:Oo 

しき しまコ ミュ

ニテイセンター 
（敷 	島 	町） 

34一4503 

3 ・15 月
  

栄町・平和町・蓮沼・不魚住・元町・新

町・柳町・湊団地 
9 】 10 一一 15:00 

富士 見 コ ミ ュ
ニテイセンター 
（蓮 	沼） 

35一0294 

「 問い合わせ 税務課 内線424 三 ・425 
交通災害共済に 
家族そろって加入しましょう 

環境対策課 内線 206 

～加入の申し込みは市役所及び支所窓口へ～ 

会 費 1人年間 350円 

期 間 平成11年4月1日～平成12年 3 月31日 

事故にあった時支払われる金額 

（通院等の治療に実際に要した日数による） 

災 害 の 程 度 等級 金 	額 

死 	亡 	し 	た 	場 	合 1 L000,000円 

実治療日数 

180日以上 

で 

入院 180 日以上

を含む 
っ
乙
 
 

150,000 

入院90日以上180 
日未満を含む 

3
  

130,000 

入院90日未満又は

入院なきものを含む 
4
→
 
 

110,000 

実治療日数 

90 日以上 

180日未満

で 

入院 90 日 以上

を含む 
に

u
  

80,000 

入院90日未満又は

入院なきものを含む 
(b
  

60,000 

実治療日数60日以上90日未満 7 45,000 

実治療日数30日以上60日未満 8 35,000 
実治療日数10日以上30日未満 9 25,000 

実 治療 日 数 10 日 未満 10 15,000 

日
  

曜日 催 	し 	物 開演 入場料 

大
 
ホ
難

ー
 
薦
難
蕪
  

［
 ー
  

日
  

さっき保育園 

音楽リズム公開保育 
9:40 無 	料 

22 月
  

第17回チャリテイー津軽 

三味線 	滝栄会発表会 
9:30 

前売500円
当日800円 

27 土
  

安斎レデイスクリニック 
開院 5 周年記念 こんに 
ちは赤ちやんコンサ一ト 

16:00 無 	料 

小
 
ホ
 

ー
舞
舞
 
ル
  

14 口
H
  

きよみ愛育園 

こてきおゆうぎ発表会 
13:00 無 

18 

19 

木
 

金
 

五所川原おやこ劇場 

第61・62回例会 

ひとみ音楽工房公演 

「ふくはふく」 

18:30 会員券 

26 金
  

J's A CAPELLA 
NIGHT Vol.8 

18:30 
前売 

2,000円 

27 士
  

ミュージックコンサート 

（ピアノ発表会） 
13:00 無 	料 

28 日
  

阿部寿子ヒアノ教室発表会 13:00 無 

五所川原市役所 容35-2111 
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老
人
ホ
ー
ム

く
る
み
園
 

入
所
者
作
品

展
示
会
 

市
老
人

ホ
ー
ム
く
る
み
園

公
（
3
4)
2
7
2
ー
 

平
成
1
1年
度
 

県
立
母
子
福
祉
セ
ンタ
ー
 

講
習
会
の
紹
介
 

こ
a
 

平成11年 3月1日 	五所川原市役所 合35-2111 1
 

1
 

〇
3
月
1
8日
困
 
1
0時

、
1
4時

養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
 

◇
内
容
 

当
日
は
、展
示
作
品
を
販
売
し
ま
す
。
 

ま
た
、
食
堂
で
は
模
擬
店
（
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
、
お
で
ん
、
山
菜
う
ど
ん
、
ケ

ー
 

キ
セ
ッ
ト
）
を
開
い
て
お
り
ま
す
。
 

是
非
、
皆
様
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

〈
和
裁
・洋
裁
・
編
物
手
芸
〉
 

〇
通
年
（
週
3
回
）
 
1
0時

、
1
6時
 

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
森
市
）
 

◇
対
象
 
母
子
・
寡
婦
 

◇
人
員
 
約
4
0名
 

◇
受
付
締
切
 
3
月
1
5日
卸
 

〈
ホ
ーム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
 

(3
級
課
程
）
>
 

〇
6
月
、
9
月
（
日
曜
日
1
1回
）
 

9
時

、
1
6時
 

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
森
市
）
 

◇
対
象
 
母
子
・
寡
婦
 

◇
人
員
 
3
0名
 
 

〈
ワー
プ
口
3
級
 

資
格
取
得
準
備
講
習
会
〉
 

〇
6
月
よ
り
（
日
曜
開
講
、
7
0時
間
）
 

県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
内
 

女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
 

◇
対
象
 

母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
の
子
 

◇
人
員
 
2
0名
 

〈
英会
話
講
習
会
〉
 

〇
6
月
、
1
1月
（
2
4回
）
 

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
森
市
）
 

◇
対
象
 

母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
の
子
 

◇
人
員
 
2
0名
 

〈
母子
相
談
及
び
電
話
相
談
〉
 

〇
通
年
 

（平
日
及
び
講
習
開
催
の
日
曜
日
）
 

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
森
市
）
 

◇
対
象
 
母
子
家庭
・
寡
婦
 

◇
担
当
 
相
談
員
ほ
か
 

・

相
談
電
話
番
号
 

云
0
1
7
7
(
74
)
3
7
80
 

※
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
電
話
に
 

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

1
級
土
木
施
工
管
理
技
術

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ
 

財
青
森
県

建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
 

公
0
1
7
7
(7
7)
6
5
4
5
 

1
級
土
木
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験

が
、
平
成
1
1年
度
、
青
森
市
に
お
い
て

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 
 

〇
学
科
試
験
日
 
7
月
4
日
佃
 

試
験
地
 
青
森
市
 

◇
申
込
受
付
期
間
 

3
月
1
7日
困

、
3
月
3
1日
困
 

◇
申
込
書
販
売
先
 

囲
東
北
建
設
協
会
青
森
支
所
 

・

住
所
 
青
森
市
中
央
4
11
21
6
 

・

公
 
0
1
7
7
(
34
)
7
7
5
4
 

※
同
試
験
受
験
者
を
対
象
に
事
前
講
習

会
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
電
話
に
て
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

◇
開
催
日
  
4
月
、
5
月
 

男
女

雇
用
機
会
 

均
等
法
が
変

わ
り
ま
す

／
 

本
年
4
月
よ
り
次
の
と
お
り
労

働
関
係
法
が
変
わ
り
ま
す
。
 

・

労
働
者
の
募
集
、
配
置
、
退
職

等
に
つ
い
て
雇
用
管
理
上
、性

差
別
を
行
う
こ
と
井
禁
止
 

・

職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
井
事
業
主
に
未
然
防
止

の
配
慮
を
義
務
づ
け
 

・

女
性
の
労
働
時
間
に
つ
い
て
の

規
制
井
解
消
 

・

介
護
休
暇
制
度
非
義
務
化
 

・

育
児
・
介
護
を
行
う
労
働
者
の

深
夜
業
井
請
求
に
よ
り
免
除

間
い
合
わ
せ
 

労
働
省
青
森
青
年
室
 

m

o
l
7
7
(
3
5
)1
0
3
3
 

畠
主
 
」
投
 
目
 
火
火
 

級
 

E
姫
 
木

I
 
】
三
ロ
 

◇
心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
 

●

3
月
1
1日
困
1
1時
3
0分

ー
1
2時
3
0分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
原
子
 

●

3
月
1
1日
困
 
1
1時
3
0分

、
1
3時
 

水
野
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 

消
防
セ
ン
タ

ー
 

●

3
月
1
5日
回
1
0時
3
0分

、
1
2時
3
0分
 

毘
沙
門
・
長
富
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

●

3
月
2
4日
困
 
1
3時

、
1
4時
3
0分

福
岡
公
民
館
 

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
 
ー
 

成
人
の
相
談
日
ー
 

●

3
月
1
0日
困
 

1
0時

ー
1
2時
・
1
3時

、
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

み
ん
な
の
 

健
康
教

室
 

コ
各
地
区
で
の
 

J
 

ノ
 

一
 
身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
 
一
 
●

3
月
2
6日
国
 
1
3時

、
1
4時
 

F
 

健
康
相
談

L
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

●3
月
1
0日
困
 
1
0時
3
0分

、
1
2時
 

3
階
ホ
ー
ル

富
士
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 
◇
テ

ー
マ
 
「
お
酒
と
肝
臓
病
」
 

●

3
月
1
0日
困
 
1
1時

、
1
2時
3
0分
 

◇
講
師
 
西
北
中央
病
院
副
院
長
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
三
好
 

松
川
昌
勝
先
生
 

●

3
月
1
0日
困
 
1
3時

、
1
4時
 
◇
主

催
 

福
山
消
防
セ
ン
タ
ー
 
北

五
医
師
会
・
市
民保
健
協
議
会
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骨粗髪症予防
のための食事 

三 五所'I源市食生活改善推進員会 

寿」 k
 

材 料（4 人分） 

じゃがいも 	180 g 

にんじん 	60 g 

玉ねぎ 	40 g 

ブロツコリー BOg 

りんこ 	80 g 

プレーンョーグルト大さじ2 

マョネーズ 

大さじ1と小さじ1 

塩 	 少々 

プチトマト 

4
06
08
0
 

g
 g
(
u〕
 

々

個

少

8
 

シリーズ 

私の健康づくり 

ママになった私 

～我が娘を抱いて今、思うこと～ 

秋 

元 

採
 

喜

さ
ん
固

真
由
美

さ
ん
⑩
 

梨
 

杏

ち
ゃん
伽

市
内
旭
町
ー
 

一 	今回は、妊娠・出産の不安を努力と強い意 

て 志で乗り越え、今では立派な I児の母となっ

ている秋元真由美さんを紹介します。 

「女の子だったらいいなあ、かわいい服を

着せて一緒に歩きたいなあ」 と希望でいっぱ

いだった秋元さん。 妊娠 7 カ月頃から赤ちゃ

んの本を数冊読んだり、親や友人、顔見知り

程度の人達に至るまでト聞き回るなど、おなか

の赤ちゃんへの想像を』重ラらませていました。 

しかし、だんだん出産への不安もでてきま

す。 妊娠 9 カ月頃、ふと 「生まれる時ってど

んな感じなの？痛みはどれく らいなの？何も

分からない、 どうしよう」 と心配になった時

期もありました。 けれど 「本物の陣痛の前で

は、痛いなんて言っていられない。 母親にな

るのは利、ノ」 と覚悟を決め、 自分で自分なり 

， に不安を解消しようと努力したそうです。 

結果、無事に待望の梨杏ちゃんを出産、顔

を見た瞬間に 「かわいい」 という感情でいっ 

ぱいになり 「私の子ども 	この子だけは何 

があっても守らなきゃ」 と心の底からそう‘思

い、感動したとか。 何もかもが初めてだった

育児も、市の訪問指導員などのアドバイスて、 

解消0 「育児に自信がつきました。 来てもら

って良かった」 と言舌します。 

そんな秋元さんは最後に 「上手に手抜きす

ることを覚え、 その分自分のおしゃれに時間

を使っています。 だって若々しく、締麗な『梨

杏のママ』 になるためだもク力 笑顔で話して一

くれました。 

出産・育児は初めての人には不安なもの。 

はつらつ女性課ではそんな方々0井目談に応

じていますので、ご活用ください。 

Iじゃがいもとりんこのサラ可 
ョーグルト風味の

マョネーズでいただ

くさっぱりとしたサ

ラダです。 

マョネーズだけよ

りもカルシウムが豊

富で、低カロリーで

す。りんごも皮を使

うと、食物繊維をた

くさん摂ることが出

来ます。 

iI 〈作り方〉 

I ①じゃがいもは皮をむいて一口大に切り、苑 

I でる。にんじんは皮をむいていちょう切り 

I にし、苑でる。玉ねぎはみじん切りにして 

I 水にさらした後、布巾で水気を切っておく。 

I りんこは皮をむかずにいちょう切りにする。 

I ブロツコリーは小房に分けて苑でる。 

I ②マョネーズ、ョーグルト、塩を混ぜてソー 

I スを作り、①をあえる。 

II ③器に盛ったらプチトマトを添える。 
、、ー占マ占＝マ,畠一屯呂い“マ．」ーー呪ーーー, 。 』ーmソAー中ー：,苫“ー 	→、ソJ占マJ％、 

月ノ日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

3/7 日
］
 
 

永田小児科内科医院 
五所川原市大字吹畑 

字藤巻113-5 
34-5611 

3/14 ［日
 

医嘩峰会 
冨田胃腸科内科医院 

五所川原市みどり町 
4丁目128番地 

34 -3211 

※1．対応時間（電話で確認）午前 9時から午後5時
まで。 

2．その他、消防署（救急医院案内廿34-4999）で
紹介します。 

メ 

五所川原市役所 公35-2111 	平成11年3月1日 12 
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